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自治体における学校統廃合後の跡地利用

京都市中京区(番 組小学校)の 事例を中心に

花 岡 三 賀

1.は じめ に

近年 、全 国 の学校 は、少 子化 の影 響 を受 けて統 廃合

化や廃 校が 行わ れて い る。京 都市 にお いて も、過 去15

年 間 に30校 以上 の学校 が 閉校 し、学校跡 地利 用 につい

ての課題 が残 され て い る。 さて、京都 の小学校 は、学

区制施行 に先 駆 け町衆 が主体 とな って 、1868年(明 治

2)に 設 立 し近 代学 校の成 立 に大 き く貢献 した と言 われ

てい る。 番組 小学 校 は、寺子屋 と漢 学塾 や心 学講舎 の

流れ を統合 した もので あ り、読み書 きや そ ろばん だけ

でな く、論語や 孟 子な ども道徳教 育や 育重 視 の教育理

念 を中心教 えてい た。そ もそ も番 組 とは 、室町 時代 か

ら続 い た様 々な構成 、規模 、形態 で あ った町組 を均等

化す るべ く編成 し直 され た京都 の 自治 組織 で あ り(桑

原1998)、 明治2年 には 、町組改 正 に伴 い上京 と下京

の2つ の地 域 に64の 番組 小学校 を作 った。

番組 小学 校 の特徴 は、児 童 の教 育の場 に限 らず役 所

や警 察署 、消防 署 な どの 自治的 な機 能 を併設 し地 域 の

拠点 として 住民 が主体 となって運 営 して きた こ とで あ

る。そ の番組 とい う名称 は 、(小)区 、組 とい う呼称 に

変更 し、明 治25年 に学 区 と呼ばれ る よ うに な るが、現

在 もそ の 当時の 「元学 区」 とい う呼称 が残 ってい る。

この よ うに 明治 時代 に作 られ た小学 校 は、京都 の独 自

の文化 と歴 史が織 り込 まれ た特徴的 な もので 、学校 は

教 育の場 と 自治組 織 を兼 ね た地域 の中心 の核 で もあっ

た。 しか し、現代社 会 におい て子供 を取 り巻 く環境 は

変 化 し、教育 現場 は凶悪 な事件 が多発 し子 ど もや地域

住 民は不 安 な生活 を強 い られ教 育の場 も変容 して きて

い る。。

本稿 では、京 都 にお ける 自治組 織 の成 立か ら番組小

学校 の設 立 に至 るまで の歴 史的 な背 景を考 察 し、京都

の 文化や町 の相 互扶助 的 な意識 に焦点 を 当て る。 少子

化 に よ り児 童数 が減少 し統廃 合や 廃校 が進 み、120年

の番組小 学校 の歴 史の終 止符 を打 ちなが ら、一 方で は

平成6年 度 か ら京都 市 で 「都 市 中心 部小学校 跡 地活 用」

の 審議会 が設 置 され 取 り組 みが 行われ て い る現状 を踏

ま え跡地利 用 の問題 につ いて検討 す る。

本 研 究 の研 究対 象 と して、 中京 区 を選 ん だ理 由は 、

まず 市内 の 中で最 も小学校 の統廃 合や 廃校 が進 んでい

る区域で あ るこ と、第二 に京 都 の中心 部で 学校跡地利

用 の問題 に積極 的に 関与 してい る地域 とい うこ とか ら

選 択 した。 ま た、筆者 が フィール ドワー ク と して活 動

して い る地域 で あ るこ とか ら、番組 小学校 の事例 を中

心に報 告 を行 う。

2.少 子 化 問題 と地 方 自治体の 取 り組み

(1)近 年の 少子化 と学 校統合

近年 、少子 化 に伴 い児童 数 は減少傾 向 をた どり学校

は統 合化 され てい る。全 国で廃 校 にな った学校数 をみ

る と、平 成4年 か ら18年 まで の14年 間 に廃校 した小

学校 が2933校 、中学校 が881校 、 高等学 校等 が516

校 、合 計4330校 で あった。特 に小 学校 は、最 も多いの

が平 成16年 で371校 、平成17年 が316校 と廃校数 が

顕著 で あった(図1)。

次 に京都 市 の小学校 児童 数は 、昭和33年 が最 も多

く約15万4千 人 で あった が、昭 和39年 に は約9万 人

に急速 に減 少 してい る。そ の後 は増加傾 向 をた ど り昭

和56年 には、約13万 人に増加 したが 、平成14年 は過

去最低 の約6万7千 人 に減少 し、約40年 前 の半数以 下

の児童数 にな ってい る(図2)。

この京 都 市 にお け る児童数 の減 少は 、1970年 代の市

内中心 部の 地価 の高騰 に よ り ドー ナツ化 現象 が進展 し、

また少子 化 の影響 を受 け小学校 の児 童数 の推移 に変化

がみ られ る。 この よ うな社会背 景 の下 、学 校 は統廃合

を繰 り返 しなが ら閉校す る学校 が増 えて いた。
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(2)鹿 校 した校 舎の 再活 用方法

学 校統廃合 が進 展す る中、その一 方 では、廃 校2125

校 の うち1748校 は何 らか の形で再活 用 され てい る。

平 成15年 の 文科省 「廃校 施設 の実態 及び有 効活 用

状 況 等調査研 究報 告書 」に よれば 、1573校 で は既存 の

校 舎 が現存 して い る。図3に 示 す よ うに1300校 の校舎

が活 用 され てい る。最 も多 いのは、社 会教 育施設 で359

校 、 次に社 会 体育 施設 で329校 で あ り、廃校 後 も主 と

して教 育に関 す る施設 として活 用 されて いる。 また 、

教 育施 設以外 に も、福 祉 施設 として 児童福祉 施設 な ど

が40校 、老人 福祉施 設 が33校 、障 害者福祉 施設 が31

校ほど活用されている。近年の深刻な高齢化問題も関

与して、高齢者対策として特別養護老人ホーム等を建

設 し跡地を活用している学校や児童や障害児のための

施設も増えている。

(3)京 都市 跡地 活用 の分類

京都 市の 中心部 で は、小学校 の統廃 合 が行 われ廃校

にな った学校 の跡 地 につ い てH6年8月 に 「京都 市都

心 部小学 校跡 地活用 審議 会」 を設置 した。 審議 会 は、

市 民 の代表 や 学識 経 験者 な どで構 成 され 、 「都心 部 に

お け る小 学校跡 地 の活用 につい ての基 本方 針」 を策定

し、今後 の跡地 活用 につ いて定期 的 に審議 して い る。

「京都 市都 市 中心 部小学 校跡 地審議 会」 では 、跡地

活用 につ いて以 下 の3つ の用途 に分類 して い る。

L広 域 用地(広 域 的 な活 用)

2.身 近 用地(身 近な暮 ら しに活 用)

3.将 来用 地(将 来の需要 に備 え10年 後 に活用)

明 治2年 は64校 の番 組小 学校 が統合化 され 、昭 和で

は35校 に減 少 して い る。そ の後 も再統合や 廃 校 を繰 り

返 し、平成17年 度 の 「京都 市都 心 部の学校 統 合 につい

て」の資料 で は、現 在開校 してい るのは、洛央 小学校 、

高倉小 学校 、梅 小路小 学校 、西陣 中央小学 校 、東 山小

学校 、洛 中小学校 、 六条院小 学校 、御 所南 小 学校 、新

町小学校 、二条城 北小 学校 、白川 小学校 の11校 で あっ

た。平成19年12月17日 「第17回 都 心部 小 学校跡 地

活 用審議 会説 明 資料」 に よれ ば、施設 整備 済 みの跡 地

が10跡 地、未 整備 の跡 地が10跡 地 であ った。
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現在(Hl9年 の資料)、施設 整備 が済 んで い る跡地 は 、

広域 用地 は、 中京 区の 旧明倫小学 校跡 地が京 都芸 術セ

ンター(Hl2.4開 館)、 旧龍 池小 学校 が京都 国際 マ ン

ガ ミュー ジア ム(Hl8。ll開 館)、 上京 区の 旧成逸 小学

校が 、成 逸 老人 デイサ ー ビスセ ンター 、成逸 在宅介護

支援 セ ン ター(Hl6.2開 館)、 京 都 市北 総合 養護 学校

(Hl6.4開 校)、 下京 区の 旧菊 浜小 学校 がひ と ・まち交

流館(Hl5.6開 館)で ある。

身近用 地 は、 中京 区 の 旧竹 間小学校 が京 都 市子育 て

支援 総合 セ ン ター こどもみ らい館(Hll.12開 館)、 旧

本能 小学校 が本能特 別養護 老人 ホー ム、本 能老 人デイ

サー ビス、本 能在 宅介護 支援セ ンター、堀 川 高等学校

学舎(H17.9開 館)、 上京 区の 旧小 川小 学校 がみ つば幼

稚 園(H13,12開 園)小 川特別養 護 老人 ホー ム、小川老

人デ イ サー ビス 、小川 在 宅介護 支 援 セ ン ター(Hl4.1

開館)、 下京 の旧 開智 小学校 が京都 市 学校 歴 史博 物 館

(H10.11開 館)旧 修徳 小学校 が修 徳特別 養護 老人 ホー

ム、修 徳老 人デ イサー ビスセ ンター、修 徳在 宅介護 支

援 セ ンター 、修徳 児童館 、 下京図 書館(H13.7開 館)、

修 徳公 園(HB.8開 園)で あ る。

将来 用地 は、 中京区 の 旧梅 屋小学校 が京都 第二赤 十

字病院 ・救 命救 急セ ン ター(Hl6.7開 館)、 京都 市子 ど

も保健 医療相 談 ・事故 防止 セ ンター(Hl6.8開 館)、 梅

屋広 場(Hl7.4開 設)で あ る。

未 整備 の跡地 は、平成9年2月 の審 議会 報告 に基づ

き、関係 局 と地 元 との協議 によ り、現在 調整 中 であ る。

今 後 の予定 と しては 、中京 区の立誠 小 学校 の跡 地 は

広域 用地 と して都 市観 光 の拠点 とな る施設(観 光客 と

市民 との交流 、賑 わい を図 るための施設)計 画 を考案

してい る。

身 近用地 と して は、上京 区 の西 陣小 学校 は 、地 域 の

特徴 を活 か した産業 、観光施 設(伝 統 的地場 産業 の振

興や 地域活性 化 を図 るた めの施設)、 中京 区の教 業小

学校 は、地 域体 育館構 想 に基 づ く施 設(構 想 に基づ き

整備 が必要 な身 近な地 域体 育館)を 計画 してい る。

将 来用地 と して は、上京 区が聚 楽小 学校 、春 日小学

校、待 賢小 学校 、 中京 区が 生祥小 学校 、下京 区が格 致

小学校 、有 隣小 学校 、安寧小 学校 の7校 で 、市の財 政

状 況や 地元 の意 向 を踏 ま えなが ら慎 重 に検討 す るこ と

にな ってい る。

3.京 都市 中京区 に 関す る事例

(1)京 都 市 中京 区 の学校統 廃合

現在 、京 都市 の行政 区域 は、北 区、左京 区、西京区 、

上京 区、 中京 区、下京 区、東 山 区、南区 、 山科 区、伏

見区の11区 で構成 され てい る。京都 市 中京 区は、23

元学区 で構成 され て いる。

番組 小学校 は 、現在 の行政 区域 の上京 区 、中京 区 、

下京の3つ の区域 の町組(番 組)ご とに1校 ずっ 設置

され る予 定 であ ったが2つ の番 組が共 同 して設置 した

学校 が2校 あ り、従 って64校 にな ってい る。明治 時代

に は、12校 の番組 小 学校 が、そ の後 に小学校 の名称 が

変 わ り統 廃合 に よ り、明 治期の跡 地 に現存 してい る番

組小 学校 は高 倉小学校 、洛 中小学 校、御 所 南小学校 の

3校 のみ であ った。西側 には 、朱 雀第1小 学 校 、朱雀2

小学校 、朱雀3小 学校 、朱雀4小 学校 、朱 雀6小 学校,

朱雀7小 学校,朱 雀8小 学校 の7校 を合 わせ 、現在 は

10校 あ る。

明治 の番組 小学校 の児 童数 は 、福 沢諭 吉(1998)『 京

都 学校記 』 に よれ ば 、 「小学校 の生 徒数 、毎校少 な き

もの は70人 よ り100人 、多 き ものは200人 よ り300

人 全」 と述べ てい る。 また 『京都 小学30年 史』で は 、

本 能小学 校 の在籍児 童数 が210名(明 治6年)で あ っ

たが、明 治16年 には400名 に達 し10年 間 に2倍 に増

加 してい る。 さらに、 『京都 市 立学校 園沿 革』 には、

立誠 小学校 の児 童数 が385名(明 治2年)、 梅屋 小学

校 は明治6年 に就学 者が急 速 に増 加 した結 果、近 隣の

華族 庭 田家の邸 宅 を購 入 して校舎 を移転 こ とが示 され

てお り、現在 と比べ児 童数 が非常 に多 い こ とが推測 で

き る。

で は、昭 和 になっ て児童数 は 、 どの くらい 減少 した

の であ ろ うか。昭 和25年 か らの 「小 ・中学 校 児童 ・

生徒数 の推 移」(図2)で は、小 学校児童 数 が最 も多

か ったの は昭和33年 度 で154.815人 で あっ た。平成14

年度 は過 去 最低 の67.839人 で 、若干 増加 した ものの そ

の後 は横 ばい傾 向を示 してい る。 同資料 で 中京 区の場

合は 、10校 全 校児童 数 をみ る と、平成16年 が3.801

人、平成17年 が3908人 、平成18年 が3968人 、平成

19年 が3.978人 と増 加傾 向で あっ た。 児童 数 が減 少 し

てい る洛 中小学校 、朱雀2小 学校 、朱 雀6小 学校,朱

雀8小 学 校 を除 けば、 その他の 学校 は増加 もしくは横

倍 で あった。 児童数 の増加 が特 に顕著 な のが御所 南小

.・



学 であ る。 平成7年 の統廃 合後 の開校 時 は、662人 で

あったが 、平成17年4月 が834人 、平成19年5月 が

900人 で12年 間 に約240人 増 えて いた。

(2)中 京区の学校跡地利用

「第2回 京都市都心部小学校跡地活用審議会」での

懇談会の記録をもとに、中京区の学校跡地に関する住

民の意見を筆者が一部内容をまとめたものである、

〈懇談 会記録 〉

梅屋:「 学 区の 中心 は学校 」、 「何 らか の施 設 に変 わ

るのは 仕方 ない 」、 「学 区民 が 活 動で き る最 低 限 の

もの を 確 保 した い 」、 「市 民 の 生 活 圏 は 元 学 区 」、

「行 き慣 れ た方向性 」

竹 間:「 地域 を活 性化 す るモデル 校 と して活 用」

富有:「 地 元住 民が楽 しめ愛 せ る よ うな施設 」

教業:「 自治会館 を併 設」、 「教業 の名 を残 したい」

「学 区民 の理解 が得 られ てか ら実施 」

龍池:「 小 学校 が無 くな る とい う地域性 の問題 」

「(跡地 は)学 区 の貴 重な財 産 」、 「(学校 は)地 域

の拠 り所 」、 「何 よ りも地域 の声 を大切 に」

柳 池:「 区 民の声 を十 分 に反 映」

銅 駝:「 学 区の活 動拠 点が無 くな る」、 「地 元の 要望

は可能 限 り配 慮」

本能:「 小 学 校 の統合 は役 を得 ない が、学 区が な く

な った わ け では な い」、 「職 住一 体 の ま ち」、 「自治

活 動に活 用 してい る」

明倫:「 校 舎 は表 側 だ けで も残 して欲 しい」

日彰:「 各 学 区 との120年 続 いた 学校 が閉校 にな っ

た」、 「断腸 の思 いで ある」

立誠:「 校舎 も塀 も老朽 化 し早 く崩 して ほ しい」

これ らの意 見か ら、住 民に とって学 区 とは、行 き慣

れ た 日常 生活 圏で あ り、 中京 区 は商業や 商売 と住居 を

兼 ねた職住 一体 の町 であ る。 その学 区 の中心核 は学校

で 、学 校 を軸 と して住 民が 自治活動 を行 い地域 の問題

に取 り組 ん で いる。学校 は、住民達 の資金 で作 られ た

貴重 な財 産 だか らこそ 、 「教 業Jと い う学 区名や校 舎 の

一部で も残 した い とい う気持 ちが心底 に あ る
。 学校 を

失 うとい うこ とは、建物 な どの物 理的 な喪 失、 また 、

学校 とい う空 間的 な喪失 で もあ り、学校 の歴 史 とい う

時 間的 な喪 失 の意 味 も含 まれ てい るだ ろ う。 「小学 校

の統合 はや む を得 ないけ ど、学 区がな くな ったわ けで

は ない」 とい う切 実 な思 いを くみ取 り、京都 市の跡 地

対策委 員会 と共 同で計 画 を進 めて い くこ とが 必要で あ

ろ う。Hl9年 度 の学校跡 地利 用の状 況は 、施設 が完成

して いる跡地 が竹 間、明倫 、梅屋 、本 能 、龍 池 の5校 、

未 定跡地 が立 誠、 教業 、生祥 の3校 であ る。今後 、計

画 が進 め られ てい る立誠 は都市観 光 の拠点 とな る施設 、

教 業は地 域対 区間構 想 に基 づ く施設 、生祥 は将来 用地

に考 え られ て い る。

4,京 都の番 組 学校 の歴史 と住民意 識

(1)京 の町 組 と 自治

戦 国 時 代 か ら京 都 で培 わ れ て きた 町組 とい う自治

組 織 の発 達 が今 日の京都 の 自治 を支 えて きた 中核 にあ

る とい われ てい る。 町組 とは、戦国時 代 か ら安 土桃 山

時 代 の 京 都 に 生 まれ た 町 の 連 合 体 で あ る。(伊 東

1994)0

『公 同沿革 史』 の中で は、応仁 の乱 以後 に京都 の各

地 に集落 をな して移 住 した人 々が、生 活全般 の安 全の

た めに、 近隣 が相寄 って相 互扶助 の集 団 と して町 を結

成 した。 また近 隣か らな る組 町 を結成 して組 町の連 合

機 関で ある上京 ・下 京の連合 体 まで成 立 させ た。

『思円 上人m形 像 記』 に述べ られ てい る よ うに中

世頃 の京都 で は、 「上 下町 中」とい う語 が用 い られ てい

る。14世 紀 か ら15世 紀 に な ると、公家 や寺社 の 日記

類に 「上辺 」 「下 辺」 の表記 が頻出 し、15世 紀 以降 は

次第 に 「上京 」 「下京」 の表現 が一般 化 して きた。

15世 紀 までの 「上辺 」 「下辺 」 または 、 「上京 」 「下
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京」 は地理 的 な空 間 と して位置 づけ てい る。町組 の定

義 は、伊東 が示す よ うに1530年 代 の天 文法 華一揆 の頃

か ら、 「上京 」 「下京 」あ るいは 「上京 中」 「下京 中」と

よばれ て いた集 団 と して位 置づ けてい る。

さて法華 一揆 とは 、土一揆 や一 向一揆 や 大名 の襲撃

に対 して 、 日蓮 衆、法 華衆 、 日蓮党 よよばれ る町衆 門

徒 た ちが法華 信仰 を基盤 と して一致 団結 して京 都 の町

を守 ろ うと した農 民 の武 装奮 起で あ る。 この一 揆 は挫

折 したが、京 都 の市民的 な 自治 は成 立 してい た。

応 仁 の乱以 後 は治安の 悪化 に よる安 定的 な秩序 を形

成す る上 では 、住 民に よる 自治組 織 は治安 確保 と社会

的秩 序 を形 成す る上 で不 可欠で あっ た。

この よ うに 、 自 らの責任 で 自衛 と治 安維持 に 関わ る

ことは集 団 生活 を営 む上 では必然 的な ことであ ろ う。

そ の後 、 江戸期 に なる と、 「上古京 」 「下古 京」 の2

っの集 落 に分かれ る。 前者 は、西 陣や御所 を中心 に し

た上京 とい う集 落 で ある。後者 は 、現在 の 山鉾町 を中

心に した下京 の集 落 を言 う。 この2地 域 の町組 が江戸

期 以降 の町組 の 中心 となる。

また、 町組 は、先 述 した地理 的な条 件や 治安維 持 と

い う側面 だ けでな く、年頭 拝礼 の費用 負担 の分担 と し

て2分 され て いた とい う点 も考慮 しなけれ ば な らない

だ ろ う。っ ま り、町組 は上京 や下京 に課 せ られ る負担

を分割 負担 す る単位 であ り組 織で もあ った と言 える。

京 の中心 部に集 落 がで きたの は、地理 的 に右 京 は低

湿地帯 で あった ため に早 くか ら荒廃 した。 当時、家 が

点在 してい たが 、殆 どが農地 で立地 条件 が悪 く住 民は

自然的 に左京 方面 へ移住 して行 っ た。 ま た、 平安時 代

中期 以 降の京都 は、北部 は貴族 の住宅 。 南部 は、庶 民

の町 と分化 し、 中 ・南部 は商業座 の店 棚 で賑 わ う場所

で あっ た。 町 の成 立は 自然 発生的 な もの であ るが、集

落が 形成 で きる土地 条件 も加 味 され相 互扶助 的 な精神

と戦 国時代 の治 安 の不安定 さか ら町の共 同体 と して形

成 され た ので あろ う。

す なわ ち、京 の町 の成立 は、地縁 的 で 自主 的な結 合

集 団 として 町が発 生 し、住民 は 自 らの生命 や財 産 を守

るた めに 自警 的 な性格 を強 め 自治的 組織 と して町組 と

い う共 同体 を形成 す る。

16世 紀 末か ら17世 紀 は、行 政的 な町 のま とめ役 と

して宿老 や年 寄衆 が存在 し、対外 的 な町 の代表 者 と し

て役 目を果 た した。 そ の後、近世 初期 に は年寄 衆 と呼

ばれ る有力者 層が 主導 的に町 の運営 を行 っ ていた。 年

寄 衆の屋 敷 は町会 所的 な役割 を果 た し、現 在 でも祇 園

祭 の山鉾 町 の多 くには 、その 当時 の町会所 が残 って い

る。

(2)番 組 小学校 の 設立

京都 市 は、1872年(明 治5)に 学制 が布 かれ る3年

前 に、わが 国最初 の小 学校 を設 立 した。番組 小 学校 は 、

1871年(明 治4)に 文 部省が設 置 され、 全国 の学校 制

度 を施行 す るた めのモ デル校 で もあった。

と ころ が小 学校 の設 立や 維 持 には 多額 の経 費が 必

要 であ り、 その資金 調達 に関 して は重大 な課題 であ っ

た。 『京 都府 誌』 には 、 「明治 天皇 よ り下賜 され た米

一 万石
、金 十 万両 の うち米6350石 が 市内各 校 に分配 さ

れ 、利 殖 して永 世元 資 と した」 と述べ られ てい る。

この資 金 を元 手 に各 町が 「小 学校 会社 」 を設 立 し、

学校 の維持 や運営 を行 った。ま た、上京 第27番 組小 学

校 の よ うに熊 谷直 孝 な どの有志 者 に よって独 力で資金

を調達 した学 校 もあ った。

小学校 設 立の経 費 は、江戸期 か ら民間 で行 われ て き

た 「頼 母 子講 」 の よ うな 考 えで竈 金制 度 を導 入 した。

「一 竈 を構へ 朝夕 の煙 を起 こる もの は皆半 季一分 の出

金」 と記 され てい る よ うに、児 童の有 無 に関わ らず 竈

を持 って い る家 は資 金 を出 し、 町組 の全家 庭か ら平等

に資金 を集 め た。竈金 制度 は、 町組 の強固 な結束性 や

教育 の振 興の理解 が あ るか らこそ実行 で きた ことであ

り、 共助 とい う助 け合 う精神性 か ら資金 徴収 し住民 達

の手 で学校 を作 った のだ ろ う。

この番 組 小学校 は 、学校 と町組 の町会所 とが兼用 さ

れ た建物 であ り、町組 の役員 が詰 め る部屋(出 勤場)、

消 防の係 り(学 校火 消 し)や 学 区 を警羅す る見廻 組 の

詰 め る部 屋(町 役溜)が 併 設 されて いた。

以 上 の よ うに 、番 組小 学校 は、町衆 の竈 金 によって

学校 が創設 され た こ と、加 えて 学校 の敷地 内 に自治組

織 を設 置 した あ り方 が特徴 的で あ る。

1872年(明 治5)2月21日 に は、棋村正 直(の ち府

知事)の 尽 力 に よって計画 を断行 し、上 京第27番 組 小

学校(後 の柳池 小学校)が 開校 し、同年 末 には市内64

校 が設 置 され るまで に至 った。
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図5番 組小学校分布図

(出典)『 日本 史小百科 く学校 〉』 よ り抜粋

(3)番 組 小学 校の特 徴 と住民意 識

番組小学 校 の特徴 と して、学校 と自治組織 が併 設 し

て い るこ とが京都 の学 校 の特徴 として 挙げ られ る。

以 下 、番 組小 学校 の特徴 として4つ 列 挙す る。

① 学務 委 員 事 務室 …番 組小 学校 の建 物 の 玄 関 に受

付窓 の よ うな小 窓が あ り、この小 窓の あ る部屋 は

学務委 員事 務室 で、現在 の区役 所 の仕事 が こ こで

行われ て いた。1873年(明 治6)に は 、戸 長役 場

とい う呼称 に変 わ り、戸 籍や租 税 をは じめ殆 どの

行政事 務 を行 っ てい た。

② 交番…1870年(明 治3)に 学 区の治 安 のた めに、

京都府 か ら派 遣 され た警護 方(平 安 隊 と呼 ば れ

る)の 屯所 が各小 学校 に設置 され た。警 護 方 の任

務 は、夜 間2人i組 で学内パ トロール を行 う。1872

年(明 治5)に は、警護 方 は羅 卒 と名称 が変 わ り、

一町組12名 に増 員 され
、1877年(明 治10)、 巡

査 と呼称 が改 め られ る。

③ 消防署 …小 学校 に は建 物 に火 消 しが置 か れ て い

た。 日彰 小学校 は京 都で一番 高 い五層楼 の 望火楼

があ り、最 上階 には半鐘 が 吊下げ られて いた。京

都 の全小 学校 には望 火楼 があ った。

日彰小学校(明 治5年) 龍池小学校(明 治39年)

図6龍 池 小学校 の校 舎平面 図

(出典)「 閉校記念誌 日影 一輝 ける124年 のあゆ

み」、 「閉校記念誌 龍池 一輝 ける124年 のあゆみ」

京都市教育委員会

前項 で述べ た よ うに、財政 が困難 で ある に も関 わ ら

ず 、京都 の町 衆 が小学校 を設 立 した のは以 下 の理 由か

らで はないだ ろ うか。

1つ は、車 駕東 幸 によ り都 が京都 か ら東 京 に遷 都 さ

れ た こ とが要 因だ と推察す る。1868年(明 治 元年)京

都裁 判所 を京都 府 と改称 し、江 戸を東 京 とし翌年 に 首

都 が東京 に移 った。 その危機 感 か ら京 の繁 栄 を維 持す

るには教 育を普 及 し、人材 を養成 す る ことが望 ま しい

と考 え、 日本初 の学校 を設 立 し京 都の 衰退 を止 めたい

とい う意識 が強 か った と考え られ る。

また、棋 村 は、長州 藩閥 の一員 であ り中 央政府 の木

戸孝 充や伊 藤博 文 ら と緊密 な関係 にあ ったJ木 戸 か ら

愼村宛 に 「明治 新政 の何 たるか を教育 に よって理解 さ

せ、小 学校 の普 及に よっ て開化 を促 す こ と」 の書簡 を

受 け取 り、京都 の再 興を教 育に掛 けて いた ことも少な

か らず とも影 響 して い る。

2つ 目は、近 世以後 、京都 で は私塾や 寺小 屋な どが

教育機 関の発 達 が 目覚 ま しく教育 を尊重す る精神 的な

風土 が形 成 され てい た こ とであ ろ う。平安 時 代か ら、

仁 和 寺に 「無量 寿院 」 とい う学問所 があ り、13世 紀 に

は同境 内 に金剛 定院 の学問所 道場 を設 けて いる。室 町

時代 には 、寺院 の学 問所 に続 いて武 士 の学問 所が 登場

し普及 し、その後 、学 問所 は特定 の個人 に限 定 され ず

他 の人 々 も教育 の対象 と した。 また、町 人 出身の石 田

梅 岩 に よって心 学舎 が創設 され、神 儒仏 老荘 の思想 や

商人 として の商行 為や 町人階級 に生き る指 針 な どの道

徳 的 な教化活 動 を行 ってい た。

この よ うな 、教 育 に熱 心 な有 志者 の 自発性 があ り、
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ま た、そ の熱意 に基 づい て開設 され た 自然発 生的 な私

塾や 寺小屋 な どの教 育機 関は、幕府 や藩 な どに支配 さ

れ ない独 自の教 育活動 を展 開 して いた。 い わば、 タテ

社 会 の構 造 に と らわれ な い ヨコ社会 で の教 える、 学ぶ

自由 とい う平等 的な教 育 を人 々に植 え付 けた ので あろ

う。

3っ 目は町 自治 と学校 との関係 で あ ろ う。京都 の町

自治 は、中世 末期 に存在 した と言われ 、戦 国時代 以後 、

封建 的な 支配者 の もとで地 子免除 の特 権 を附与 され、

施政 の補助 機 関 と しての機 能 を持 つ 自治組織 を形 成 し

て いた。応 仁 ・文明 の乱 で荒廃 した街 の治安 を維 持す

るた めに幾 つか の町 が集 まって強 固な 自治組 織 を作 る

た めに 「町 組」 を作 り、江 戸期 には現在 の 区役所 、警

察署 、消防 署な どの機能 を担 う人 々の身近 な行 政組織

として京 都独 自の 自治組 織 を形 成 して い く

大久保(1987)は 、 「小学校 は寺小屋 の統 一 にお いて

近代 的 の意義 が あるのみ な らず 、 さ らに町 会所 を重ね

市 の 自治 制度 と密接 に結 びつ いて居 った事 に その特色

が あ る」 と述べ てい る。 また、『小 学校 取調 書』 では 、

「学 務 ト区内 ノ庶務 ヲ兼ル 学校及 チ 区長役場 ナ リ」 と

述べ てい る よ うに、学校 と 自治が密 接 に関与 して い る。

5.結 論

前項 で述 べた よ うに現代 の町 自治は 、室町 中期 に庶

民の 自治組織 と して形 成 され た町組 が その発 端で ある。

町組 は近隣相 寄 って相 互扶助 を中心 と して形成 され て

きた町 で ある。

自治 は2つ の側 面 を持 ち 、① 自分 た ちの町 内の こ と

は、自分 たち で決 める(支 配者 に対 して の 自治)、②町

内の もめ ご とは町 の 中で処理 をす る(町 組 の法 的役割)

様 々な 内部 の トラブル を治め る役 目が あ り、かつ 江戸

期 の京文化 の伝 統 と旧習 を守 る組 織で もあった。

中世都 市 研 究 の山 田(2006)は 、 「京都 は祝 祭 の都

市で あ る」 と指 摘す る よ うに 、中世 にお ける祇園祭 の

神輿 の巡行 は下 京 とい う町組 の共 同体 をひ とつ にま と

めて い く役割 を担 ってい る。また 、 「この祝祭 を通 して

学区 の共 同体 を構 成す る成員 は、 互い の絆 を再確認 し

てい く」 と述べ るよ うに、祇 園祭 とい う伝統 行事 は、

単な る伝 統 文化 を継承 す る祭 りだ けで な く地域 共 同体

の連携 を深 め る要 素 も持 ってい る。

中京 区の場 合 は、 自治の2つ の側 面が 顕著 で伝統 的

な文化 を継 承す る中 で人 々との繋 が りが綿 密 にな り住

民主体 の地 域社会 が形成 され た特異 的な事 例 であろ う。

また 学校 は、児 童の教 育 を行 う場 のみ な らず 、児童

や 地域社 会 を守 る 自治組織 で もあ り、町組 とい う連 帯

意識 が強 く学 校経営 に 関与 していた。

近年 、地域 住民 の連帯感 が希 薄 な り、地 域 コ ミュニ

テ ィは衰 退 してき てい る といわれ て いる。 学校教育 に

関 して は、平 成16年 に学校運 営 協議会制 度(コ ミュニ

テ ィ ・ス クール)が 創 設 され 、保 護者や 地域 住民の 意

向や要 望 等 を踏 ま え権 限 と責任 を持 ち運 営 に参画す る

こ とにな って いる。京都 の番組 小 学校 は、 コ ミュニ テ

ィ ・ス クール の発端 であ り、学 校 は教育機 関 のみな ら

ず 警察 署 、消防署 、 区役 所な どの地域 の 自治組織 と し

て 住民 生活 を支 えて きた。 また 、住 民の共 有の建 物や

敷 地は 、社会 的な凝 集性や 統合性 もあ る。

地域 で子 ど もを育 て る環 境 を地域 住 民 で考 え学 校

とい うコ ミュニテ ィの場 で教育 と地域 社会 の在 り方や

伝統 文化 の継承 を受 け継 ぎ育て て きた基盤 があ り、時

代が 変わ り校舎 は変容 して も番組 小学校 に 対す る思 い

は変 わ らぬ ものがあ る。 しか も、住 民 に とって財産価

値 の あ る学校 は、校舎 を解体 して新 築 の建 物 を建 設 し

て も番組 小 学校 が設 置 されて いた学 区 に対 す る固執 が

あ る。

自治体 にお け る学 校統廃 合後 の跡 地利用 は 、行 政 の

一 方的 に考案 に基 づい て計画実 行す るので は な く
、学

区民の気 持 ちを配慮 し住 民の意 向や意 見 を取 り入 れな

が ら、地 域住 民が気 軽 に利 用で き る コミュニテ ィの場

っ く りと して有効活 用 しなけれ ばな らない で あろ う。

現 在 、実施 してい る学校跡 地利 用 に関 しては 、市民

の代 表 、学識経 験者 な どを集 めて審議 会 を設 置 してい

る こ とは 意義深 い。

また京都 は 、京の伝 統文化 を継 承 してき た ことを鑑

み 、歴 史 的な文 化財 を存続 させ 、かっ 時代 の流れ と共

に新 たな次 世代 の文化 を形成す るこ とが これ か らの 重

要な課題 であ ろ う。120年 前 に作 られた番 組小 学校 は、

年 月 が経 過 して も住 民 自治 を兼 ね 添え た住 民 のた めの

学校 であ る。今後 は 、住民主体 で教 育や地 域 の在 り方

を考 え、廃 校 した学校 を新 しく生成 す る ことを期 待 し

たい。

以上
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